
特集特集
　認知症の高齢者やその家族を支える
体制を充実させるため、令和３年度か
ら「認知症伴走型支援事業」の拠点整
備が進められています。グループホー
ムや小多機、特養など地域の既存資源
に相談拠点を設ける取り組みを後押し
するもので、専門性の高い職員が日々
の介護サービスに支障が生じない範囲
内で、本業とは区別して対応していく
形となっています（費用は国と市町村
が１／２ずつ負担）。厚生労働省では、
事業の積極的な活用を勧める通知を発
出していますが、具体的な内容等につ
いてみていきます。

認
知
症
高
齢
者
と
家
族
を
支
援
す
る

「
認
知
症
伴
走
型
支
援
事
業
」を
創
設

　
２
０
２
５
年
に
は
認
知
症
高
齢
者
数
が
高
齢
者
人

口
の
20
％
に
達
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
、
若
年
性
認

知
症
に
つ
い
て
も
認
識
が
広
が
る
な
ど
、
多
く
の
人

に
と
っ
て
身
近
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
認
知
症
の

進
行
度
合
い
は
人
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
で
あ
る
が
、

い
ず
れ
の
過
程
に
お
い
て
も
、
認
知
症
の
人
が
住
み

慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
と

図表1・2…�認知症本人や家族に対する伴走型支援拠点の整備の推進（事業概要及び実施要項抜粋）
　　　　　　（令和３年5月14日事務連絡　認知症伴走型支援事業の積極的な活用について　別添1）より

“
認
知
症
伴
走
型
支
援
”と
は
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連携

•高齢者本人への
支援
　（相談、介護認定
・介護サービスの
利用の手続き、権
利擁護業務など）

•地域の認知症ＧＨなどに設置。
•認知症ケアに携わる職員が、日
常的な生活相談や効果的な介
護方法などの助言等を行う。

•認知症に係る
支援

　（認知症本人・
家族への継続
的な支援）

　※既存の人員配置
の職員のみでは
対応に限界

地域包括支援センター 伴走型支援拠点

課題に対応

近年の追加的業務

認知症地域支援推進員

新

地域包括支援センター・伴走
型支援拠点・認知症地域支
援推進員などの地域の関係
機関が相互に連携する。

認知症伴走型支援事業の実施イメージ図表１

働く家族介護者の就労継続支援
介護離職をした家族介護者への支援
認知症の人の家族介護者への支援

ダブルケアを行っている家族介護者への支援
老老介護を行っている家族介護者への支援

その他
無回答
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74.4%

8.2%

17.1%

20.6%

11.1%

実施割合

地域包括支援センターにおいて家族介護者支援に関して実施している施策図表２

出典：令和元年度の地域包括支援センター実態調査
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門
職
、
地
域
で
認
知
症
の
人
を
支
え
る
活
動
を
し
て

い
る
団
体
や
人
々
か
ら
も
、
認
知
症
に
係
る
専
門
相

談
を
受
け
付
け
る
（
図
表
３
）。

　
な
お
、
伴
走
型
支
援
は
早
い
段
階
か
ら
認
知
症
の

人
や
そ
の
家
族
か
ら
の
相
談
を
通
じ
て
、
課
題
の
解

決
、
症
状
の
悪
化
防
止
や
予
防
に
向
け
た
支
援
を
行

い
、
地
域
に
住
み
続
け
ら
れ
る
可
能
性
を
高
め
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
り
、
必
ず
し
も
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

等
へ
の
入
居
等
を
想
定
し
た
相
談
支
援
で
は
な
い
こ

と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
伴
走
型
支
援

拠
点
に
よ
る
伴

走
型
支
援
が
想

定
さ
れ
る
期
間

や
範
囲
等
は
、

図
表
４（
４
頁
）

の
と
お
り
と
な

る
。
認
知
症
に

係
る
症
状
の
自

覚
や
家
族
等
の

気
づ
き
の
早
い

段
階
か
ら
、
要

介
護
認
定
が
な

さ
れ
、
担
当
の

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ

ー
が
決
ま
る
ま

で
が
一
つ
の
節

目
と
な
る
が
、

認
知
症
の
人
が

在
宅
生
活
を
送

る
場
合
、
生
活

の
な
か
で
認
知

症
に
係
る
課
題

も
に
、
地
域
の
一
員
と
し
て
、
自
身
に
あ
っ
た
方
法

で
社
会
に
参
加
し
続
け
ら
れ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。

　
こ
れ
を
実
現
す
る
に
は
、
身
近
な
地
域
で
早
い
段

階
か
ら
認
知
症
に
つ
い
て
相
談
で
き
、
ま
た
、
認
知

症
の
経
過
に
伴
っ
て
生
じ
る
生
活
上
の
諸
課
題
に
つ

い
て
も
認
知
症
に
精
通
し
た
人
々
が
継
続
し
て
対
応

す
る
こ
と
に
よ
り
、
適
切
な
情
報
の
提
供
、
症
状
に

あ
わ
せ
た
対
応
の
工
夫
や
生
活
環
境
の
改
善
、
家
族

関
係
の
調
整
に
向
け
た
助
言
等
の
相
談
支
援
が
で
き

る
よ
う
な
体
制
が
必
要
と
な
る
。

　
こ
の
よ
う
な
体
制
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
厚
生

労
働
省
で
は
、
令
和
３
年
度
か
ら
「
認
知
症
伴
走
型

支
援
事
業
」
を
開
始
し
た
。
こ
れ
は
、
認
知
症
の
人

や
家
族
へ
の
継
続
的
な
支
援
に
つ
い
て
、
よ
り
き
め

細
や
か
に
対
応
し
、
介
護
者
の
負
担
軽
減
に
つ
な
が

る
よ
う
、
本
人
や
家
族
に
対
し
て
日
常
的
・
継
続
的

な
支
援
を
提
供
す
る
た
め
の
拠
点
で
、
市
町
村
が
、

認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
（
認
知
症
対
応
型

共
同
生
活
介
護
）
や
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
小
規

模
多
機
能
型
居
宅
介
護
等
の
事
業
所
に
委
託
し
て
整

備
し
た
際
に
、
必
要
と
な
る
人
件
費
や
間
接
経
費
を

助
成
す
る
も
の
。
１
カ
所
あ
た
り
１
５
２
万
円
（
事

業
費
ベ
ー
ス
）
が
想
定
さ
れ
て
お
り
、
国
と
市
町
村

が
２
分
の
１
ず
つ
費
用
を
負
担
す
る
。

　
な
お
、
高
齢
者
本
人
へ
の
支
援
と
し
て
は
、
こ
れ

ま
で
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
相
談
、介
護
認
定
・

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
の
手
続
き
、
権
利
擁
護
業
務

等
を
担
っ
て
き
た
が
、近
年
の
追
加
的
業
務
と
し
て
、

認
知
症
本
人
・
家
族
へ
の
継
続
的
な
支
援
が
増
加
し

て
お
り
、
既
存
の
配
置
職
員
の
み
で
は
対
応
に
限
界

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
伴
走
型
支
援
拠
点
に
は
、
連
携

し
て
課
題
に
対
応
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る

（
図
表
１
、２
）。

　
伴
走
型
支
援
拠
点
と
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い

る
認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等
の
事
業
所
に

は
、
認
知
症
に
係
る
専
門
知
識
、
認
知
症
に
伴
う
身

体
・
心
理
・
社
会
的
な
課
題
や
症
状
へ
の
対
応
の
知

見
が
多
く
蓄
積
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
知
見
を
地
域
に

還
元
す
る
こ
と
で
さ
ら
に
知
識
や
知
見
が
深
く
な

り
、
事
業
所
と
し
て
の
機
能
の
強
化
、
人
材
の
育
成

も
図
ら
れ
る
。
地
域
の
認
知
症
ケ
ア
の
拠
点
と
し
て

の
役
割
を
果
た
す
と
と
も
に
、
ス
テ
ー
タ
ス
の
強
化

に
も
つ
な
が
る
こ
と
と
な
る
。

認
知
症
伴
走
型
支
援
の

期
間
や
範
囲
は

　
認
知
症
伴
走
型
支
援
の
具
体
的
な
取
り
組
み
と
し

て
は
、
①
認
知
症
の
人
に
対
し
て
、
社
会
参
加
活
動

へ
促
す
な
ど
、
生
き
が
い
に
つ
な
が
る
よ
う
な
支
援

や
専
門
職
な
ら
で
は
の
日
常
生
活
上
の
工
夫
等
の
助

言
、
②
家
族
に
対
し
て
、
精
神
的
・
身
体
的
負
担
の

軽
減
に
つ
な
が
る
よ
う
な
効
果
的
な
介
護
方
法
や
介

護
に
対
す
る
不
安
解
消
に
係
る
助
言
、
③
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
や
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
等
の
地

域
の
関
係
機
関
と
連
携
し
、
認
知
症
に
関
す
る
相
談

へ
の
助
言
や
認
知
症
ケ
ア
パ
ス
の
作
成
へ
の
参
加
、

地
域
ケ
ア
会
議
へ
の
参
加
等
の
認
知
症
施
策
に
関
す

る
取
り
組
み
の
実
施
、
等
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
伴
走
型
相
談
支
援
の
対
象
は
、
認
知
症
に
係
る
課

題
を
も
つ
、
ま
た
は
も
つ
と
考
え
ら
れ
る
人
と
そ
の

家
族
で
あ
る
が
、
地
域
の
認
知
症
ケ
ア
の
拠
点
と
し

て
の
役
割
か
ら
、
市
町
村
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
、
認
知
症
の
人
を
支
え
る
地
域
の
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
等
、
保
健
・
医
療
・
介
護
・
福
祉
の
専

図表3,4,6,7…伴走型相談支援マニュアル ～認知症高齢者グループホームで「認知症伴走型支援事業」に取り組むために～（公益社団法人日本認知症グループ
ホーム協会）より
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市町村、地域包括支援センター

介護保険サービス事業所、保健・医療・介護・福祉の
専門職等

認知症カフェの運営者、チームオレンジ、認知症サポ
ーター、自治会等の自治組織、民生委員等

自治体等

地域の事業所や専門職

地域で支援等に取り組む
団体や人々

認知症に係る専門相談の対象図表３
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